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名城大学機械会　第 60 回総会のご案内

下記のように第 60 回総会を開催します。

会員諸氏の多数のご出席を心よりお待ち申し上げます。

名城大学機械会　会長　江上　登

日　時　　平成 29 年 6 月 11 日（日）9：30 〜 10：20
場　所 　　名城大学天白キャンパス　共通講義棟南館　S402 教室
役　割 　　司会者、開会の辞、会長と学科長の挨拶

 　　議長団選出（議長・副議長・書記・議事録署名者）
 　　議事　・28 年度事業報告
　　　　　・28 年度会計報告及び監査報告

 　　　　　・29 年度事業計画案
 　　　　　・29 年度予算案

　　　　 ★定年退職教員へ記念品贈呈
　　　　 ★新任教員の紹介
　　　　 ★新役員及び新評議員紹介
　　　　 ★名城大学機械会設立 60 周年記念事業説明
 ☆理工同窓会　記念講演・・・10：30 〜 11：40　S201 号室
　　 講師・・・名古屋大学未来社会創造機構

名古屋大学プラズマ医療科学国際インベーションセンター
名古屋大学工学研究科附属プラズマナノ工学研究センター兼任
堀　勝　教授

　　 演題・・・プラズマによる地球創生
 ☆理工同窓会総会・・・・・11：50 〜 12：45　S201 号室
 ☆懇親会・・・・・・・・・13：00 〜 14：30　タワー 75　15F レセプションホール

■名城大学正門アプローチ（平成 29 年 3 月竣工）
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集おう機械会  設立 60 周年

名城大学 機械会　会長　江　上　　登
昭和 41 年卒

　機械会会員の皆様におかれまして

は、益々お元気にご活躍のこととお

慶び申し上げます。

　名城大学の機械工学科はその前身を

含め、名城大学開学以来 90 年を迎えまし

たが、言い換えると、機械工学科は名城大学とともに

90 年の長い歴史を歩んできたことになります。

　機械工学科の卒業生約 12,500 名で組織されている名

城大学機械会は昭和 32 年に、当時の機械工学科の教員

を中心として設立されて以来、60 年の歳月を積み重ね

ました。

　名城大学正門の横の桜並木は設立 20 周年で植樹した

ものであり、今では毎年春になるときれいな桜が満開

になり、教職員や学生のみならず、近所の人たちの目

を楽しませてくれるまでになりました。

　歴史は振り返るとその重みが伝わってくるものです。

　さて、この度、名城大学機械会設立 60 年を迎えるに

あたり、機械会としては 60 周年記念事業を企画し、実

行委員会を設置して活動を展開しております。

　60 周年記念事業は、1．記念式典　2．記念講演会　3．

記念祝賀会　4．記念誌の発行　5．名城大学機械工学

科への援助基金の設立などであります。

　なかでも、記念講演会の講師は、2014 年ノーベル物

理学賞を受賞なさいました天野　浩名古屋大学教授に

お願いすることができました。大変ご多忙の中、ご講

演をお引き受けくださり、機械会としても歴史に残る

快挙といえます。

　記念式典・記念講演・記念祝賀会は本誌裏面に詳し

く記載されておりますが、平成 29 年 11 月 11 日（土）

にホテル名古屋ガーデンパレス（名古屋市中区錦 3）

で開催します。

　機械会会員皆様とともに 60 周年をお祝いしたいと存

じます。

　そして、ノーベル物理学賞受賞者の天野　浩先生の

ご講演に触れていただきたいと存じます。

集おう 60周年〜未来に翔けるメッセージ〜
をスローガンに開催する 60 周年記念式典・記念講演会・

記念祝賀会にぜひ多くの卒業生の皆様が参加ください

ますようにお願い申し上げます。

　小生、機械会の会長を引き受けてから間もなく 2 年

になろうとしております。この 2 年間で何ができただ

ろう ? と自問すると、機械会の活性化は中途半端な状

態で、まだまだ自分の思うレベルには到達しない状態

で、歯がゆい思いをしています。

　どうか機械会の活性化にお力をお貸しいただける方

がお見えでしたら、ぜひご協力をお願いします。

　皆様の積極的なご協力をお願い申し上げるとともに、

皆様のますますのご活躍・ご発展とご健勝をお祈り申

し上げてご挨拶とさせていただきます。

■ ■ ■ ■ ■　機械会からの重要なお知らせ　■ ■ ■ ■ ■

「名城大学機械会誌」の送付について
　機械会では、毎年発行している会誌を平成 28 年度より、機械会ホームページにて印刷

出力可能な様式で公開しております。

　平成 30 年度からは、経費節減を目的として会員の皆様に送付している印刷版「名城大

学機械会誌」の発行部数削減を図る考えでおります。

　つきましては、引続き会誌送付をご希望される方は、同封の「郵便はがき」に会員情報

をご記入のうえポストへ投函くださるよう、お願いいたします。
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機械工学科の近況報告

学科長　藤山　一成

　今年度から機械工学科の学科長を務

めさせていただきます藤山です。日

頃、機械会の皆様から暖かいご支援を

賜り、厚く御礼申し上げます。私は以

前平成 23-24 年度に学科長をさせて頂いて

いましたが、その最後の半年間、健康上の問題から職

務を果たすことができず、皆様に多大なご迷惑をおか

けしました。その後、健康状態も回復いたしましたので、

ご恩返しということもできませんが、精一杯務めさせ

ていただきたいと思っています。

　さて、機械工学科は、現在教員数 15 名で平均年齢が

50 歳、内訳は 30 代 2 名、40 代 7 名、50 代 2 名、60 歳

以上 4名となっています。昨年度は福田康明先生が定

年退職され、今年度は吉川泰晴先生が新たに教員とな

られました。

　福田先生は、その人情味あふれる人柄と、筋の通っ

たご発言で学科を導いていただいていましたが、今後

とも機械会などの場で私どもに喝を入れて頂けるもの

と思っております。

　新任の吉川先生は、本学科の卒業生ということで、

その誠実・温厚な人柄から本学科と機械会を密接につ

なぐ若手キーパーソンとして今後の活躍が期待されて

います。

　現在、機械工学科は、「熱・流体」、「材料・強度」、「設計・

生産」、「運動力学・制御」の 4分野で構成され、機械

工学の主要分野をバランスよく網羅しています。本学

科では体験型学修を重視しており、例えば 1年次から

「機械工学実習」で、実際の機械加工技術を体験するカ

リキュラムを組んでいます。また、3年次の「機械設計・

製作」では、少人数グループでの小型機械の発想、設計、

製作、完成品の試験・評価、改良の PDCAサイクルを

1年かけて実践します。

　昨今、世界的に第 4 次産業革命ともいわれる IoT

（Internet�of�Things；モノのインターネット）の時代

に突入しているといわれ、モノにかかわるあらゆるプ

レイヤーをインターネットでつなぐことによって、ニー

ズに即応した製品を効率よく提供するシステムの構築

が進んできています。このような状況下においても重

要なことは、機械工学の基礎をしっかりと身に付ける

ことと、グローバルなコミュニケーション力を養うこ

とであると考えています。そのため、学部や大学院で

技術英語に関する講義も行っています。

　国際活動においては、アブラハ先生と大島先生が中

心となって、昨年度から「機械におけるグローバル設

計交流研修〜機械設計製作異文化交流〜」を実施して

います。このプログラムは、本学科の中心科目である

機械設計製作を履修した学生と米国学生との機械設計

に対する考え方の違いを、エンジニアリング・デザイ

ン・ショウケースに出展・参加することによって体験

し、専門領域に根ざした国際交流経験や英語の実践的

な運用を体験することで、グローバルな視点を持った

機械技術者の育成を目指す取組みです。相手校は、機

械設計製作と類似の授業を実施している米国カリフォ

ルニア大学（デービス校）で、同一テーマでのプロジェ

クトを両校それぞれで行い、デービス校で 7学科が参

加して行われるショウケースに出展し、企業や一般参

加者からレビューやエキスパートフィードバックを受

けることによりグローバルな設計感覚を身に付ける機

会が得られます。実際に参加した学生の成長も著しい

ことから今後も推進していきたいと考えています。

　さらに、企業の倫理面での問題が社会的に大きく取

り上げられることも多くなり、技術者倫理がますます

重要となってきていることから、「機械技術者倫理」の

授業において、実際の企業で活躍されてきた講師の先

生から体験に基づく技術者の心構えを語っていただい

ています。

　以上のように、社会の変化を認識しながら、教育と

研究に着実な改善を積み重ねていくことが私どもの使

命と考えており、機械会の皆様の一層のご支援・ご指

導のもと努力して参りたいと存じますので、何卒よろ

しくお願い申し上げます。

機械工学科
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2016 年度就職状況

機械工学科　就職 ･ 進路支援委員　　福田　康明

　最近は株価上昇や円安に伴う景気の
回復が見られ、学生の就職は売り手
市場となっている。このような経済
環境下にあって、本学科における求人
件数は約 14,000 件となっている。これ

を就職希望者の一人当たりの求人件数でみ
ると約 100 社となり、機械技術者のニーズが高いこと
と、本学卒業生の社会的評価の高さが伺えます。
　一方、採用活動では経団連のルール変更により、企
業説明会は 3年生の 3月と変わりはないが、面接など
の選考は 4年生の 8月から 6月にそれぞれ解禁時期が
変更され、昨年度より 2 ヵ月早まっている。しかし、
中堅・中小企業や外資系企業の多くは例年の採用時期
と大きな変更が見られず、4月以降から選考が開始さ
れており、また大企業においてもマッチング面談、ジョ
ブマッチング面談等が実施されており、経団連の採用
活動指針が形骸化している。しかしながら最終面接や
確認面接等は6月1日以降に実施する企業が大半であっ
た。　
　企業への応募方法には学校推薦（大学から推薦書を
貰い受験するケースで内定後には辞退できない）と自
由公募（個人が自由に企業を選択して受験するケー
ス）に大別されるが、学校推薦での割合は大学院生で
は 70%、学部生では約 30%となっている。学部生の推
薦が少ない理由には、理工学部での推薦基準が有り、
大手企業（従業員 1,000 以上）の推薦は、学業成績が
学科の 1/3 以内の成績であることと、自由応募を選択
する学生が多くなったことが上げられる。しかし、採
用状況では推薦希望者の採用率が必ず高いとは言えず、
人物本位の評価になってきている。
　採用選考においては「入社への意欲や熱意」、「コニュ
ケーション能力」、「自己分析・自己 PR」が評価ポイン
トとなっており、特に「入社への意欲や熱意」に関し
ては、「何がしたい」ではなく、「何故したいのか」「何
が出来るか」が重要となっている。その為には「知的
能力」「応用力」「創造力」及び「問題解決能力」の素
養を修得することが必要となる。
　最近の就職状況の特徴としては、①推薦であるが採
用枠を決めず、希望者を受験させ、マッチング面接や
ジョブマッチングを行い、その後に合格したが者に推
薦書を提出させる。②夏季や春季にインターシップを
実施した成果を採用の判定に反映させる（最近はイン
ターシップの希望者が急増している）。③後付推薦書の
提出を要求する企業が多く見られる（推薦書は就職試
験する前に提出させるのが通常であるが、採用人数の

確保のためと考える）。④求人は全国の企業から依頼が
あるが、多くの学生は地元企業への希望者が多い。⑤
派遣企業への採用数が増加している等である。
　学部生の就職内容について述べると、資本金 10 億以
上 53%、1 億以上〜 10 億未満 20%、1 千満以上〜 1億
未満 25% となっている。また従業員数別では 1,000 名
以上 50%、500 名〜 1,000 名未満 16%、300 名〜 500 名
未満 15% であり、大企業への就職が多くなっている。
業種別では製造業 75%、サービス業 22%、となってい
る。一方、地域別の就職状況を見ますと、東海地区が
87%を占め、関東地区 11%、近畿地区 2%となっており、
地元企業への就職率が非常に高くなっている。
　今後では益々グローバル化が進展していく時代に於
いて、本学科ひいては名城大学が発展していくために
は、全国各地区および世界で活躍する子人材の育成が
不可欠な条件であると思われますが、現実には地元企
業への就職率が高く、今後では入学試験を含め、検討
していく必要があると思われる。
　最後に機械会の皆様には今後共ご指導とご支援を賜
りますようお願い申し上げます。
　以下、就職先主要企業名を掲載しますが、大学院及
び学部生とも希望者全員が進路や就職先を内定するこ
とができました。

［大学院］
アイシン・エイ・ダブリュ、アイシン高丘、アスモ、
三五、JR東海、新東工業、シンフォニアテクノロジー、
CKD、ジェイテクト、住友電装、大同特殊鋼、ダイフ
ク、トヨタ自動車、トヨタ車体、トヨタ紡織、東海理化、
ノリタケカンパニーリミテッド、パロマ、富士機械製造、
武蔵精密、メイドー、ヤマザキマザック、博士課程進
学（2名）

［学部］
アイコクアルファ、愛三、アイシン・エイ・ダブリュ、
アイシン機工、アイシン精機、アイシン高丘、アイホン、
青山製作所、アンデン、IHI ターボ、エナジーサポート、
オーエスジー、オテックス、岐阜プラスチック、協豊
製作所、KYB、小島プレス、ジェイテクト、大豊工業、
大和ハウス、東海交通機械、東海理化、豊田合成、ト
ヨタ車体精工、豊田鉄工、豊田バンモック、トリニティ、
日本特殊陶業、トヨタ紡織、ニッセイ、不二越、フタ
バ産業、ファインシンター、ホーユー、マルヤス、松
尾製作所、三菱電機システムサービス、武蔵精密、矢
崎総業、ヤマザキマザック、リンナイ精機
大学院進学 24 名
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定年のご挨拶

教　授　福田　康明

　機械会会員諸兄姉におかれまして
は、益々ご健勝のこととお慶び申し
上げます。このたび、3月末日をもっ
て大学を定年退職しました。
　想い出しますと、卒業当時に就職担

当の藤吉先生まで出向き、就職相談にお伺
いした際、君は坂井先生のもとで勉強しなさいと言わ
れました。その意味がよく理解できず再度、藤吉先生
を訪ねると、技術員として採用したいとのことでした。
正直に言いますと、坂井先生の講義（工場管理）には
興味がありましたが、教師は自分の性格と会わず、様
子を見て 1年程度で辞めて再就職すればと、軽い考え
でおりました。採用後にわかりましたが、当時には経
営工学科を新設する構想が検討されているようでした
が、残念ながら設立までには至らなかったようです。
　採用時の同期には江上先生、小林先生、前田先生そ
して私の 4名でした。当時（昭和 42 年 4 月）には理工
学部は中村校舎（現在の付属高校）から現在の天白校
舎に移転する年でした。既に天白校舎には 1年前に法
商学部（現在の法学部、経営学部、経済学部）の建物
が北側にありましたが、狭地の中村校舎と違い、高台
の広々としており、まさに大学環境に相応しいてキャ
ンパスでありました。
　当時の機械工学科の教員構成（昭和 42 年名城大学役
員・職員名簿より）は教授 5名、助教授 1名、講師 8名（実
習担当教員を含む）、助手 8名、技術員 8名、事務員 2
名の計 31 名であり、現在の教員数 15 名と比較して倍
以上の人数でありましたが、Ⅰ部（昼部）とⅡ部（夜間）
を開設しており、機械工学科 1学年の学生数はⅠ部と
Ⅱ部を含めると、250 名程度でありました。
　私の在職期間を大別しますと、青年時代（採用〜 30
歳代）、中年時代（40 歳代）、そして高年時代（50 歳〜
現在）の 3区分に大別できます。
　まず青年時代ですが、坂井先生から経営工学に関す
る研究内容について、多様な指導を受けました。坂井
先生は、長年企業でご活躍され、技術士や中小企業診
断士などの資格も持たれ、経営工学に関する理論は勿
論のこと、実務面に非常に幅広い知識と経験豊富な先
生でありました。当時は坂井先生から経営工学研究は
理論の他、実践研究が必要であるとの指導を受け、各
種のセミナーや講習会に積極的に参加しました。この
ことは現在でも教育・研究活動の基礎となっておりま
す。
　教育活動では、学生実験として流体工学関係の実験
をお手伝いしていましたが、ある日に石川先生から研

究発表の誘いがあり、最初の研究発表は日本機械学会
北信越支部（長野県諏訪）で行いましたが、少し緊張
して満足する発表が出来なかったことを記憶しており
ます。他方、当時は卒業研究での学生数は 20 名程度お
りましたが、学生達の居場所が無く、苦慮しておりま
したが、幸いにも実習工場の倉庫を建てる話があり、
その 2階に経営工学実験室として使用することになり
ました。この件に関しては、当時の大西先生や藤吉先
生には大変感謝しております。
　中年時代になりますと、平成 2年に大学院修士課程
機械工学専攻、更に平成 4年には博士課程が設置され、
教員には必然的に学位の取得が必要になり、多くの先
生方は近隣の大学で研究活動をされるようになりまし
た。しかし、私の場合（経営工学関連）には近くに該
当する研究室が無く、苦慮していましたが、ある会議
（東京）で人間工学分野の権威である日本大学の大久保
堯夫先生と接する機会が有り、先生に指導の依頼をし
ましたが、多忙中との理由で断られました。しかし再
三お願いしましたところ、漸くしてから先生から指導
の許可を頂くことができました。その後では週末には
新幹線の始発に乗り、終電で帰る生活が長年続きまし
たが、その努力が実り無事に学位を取得することが出
来ました。今考えて見ますと、この時期が教員生活の
中で最も充実した日々であったような気がします。
　高年時代になりますと、学部生の他に大学院生が毎
年 2〜 4 名程度の来てくれました。大学院生には研究
成果を関連学会で発表することを奨励し、研究発表後
の夕方には居酒屋で反省会を開くのが楽しみでした。
多くの学生達の研究意欲の向上と努力により、今まで
に関連学会より最優秀発表賞や最優秀奨励賞等を 15 名
の大学院生や学部生が授与しています。
　学内運営では大学院主任教授、機械工学科学科長、
理工学部入試委員長等の職務を歴任し、学会開催では
日本人間工学会、日本生産管理学会及び日本設備管理
学会の全国研究大会を本学で開催することができ、微
力ながら大学及び学会の発展運営に寄与することがで
きましたこと、関係各位の皆様に感謝申し上げます。
　機械会には本学OBと学内教員の二足の草鞋を履き
ながら、会計、編集および庶務等の各幹事を担当して
きましたが、最近では評議員会には欠席が多く、ご迷
惑をお掛けしていることをお詫び申し上げます。
　最後に在職 50 年に渡り、皆様のご厚情に感謝申し上
げると共に、名城大学機械会の益々の発展と機械会会
員諸氏のご健康とご多幸を心よりお祈り申し上げます。
有難うございました。

機械工学科

名  城  大  学  機  械  会  誌　第 51 号 平成 29 年 5 月
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着任のご挨拶

助　教　吉川　泰晴

　私は愛知県知多市に生まれ、2000

年に名城大学理工学部機械システム

工学科に入学、同大学院修士課程を経

て 2009 年に名城大学大学院理工学研究

科機械工学専攻博士後期課程を修了し、博

士号を授与されました。その後、豊田工業大学でポス

トドクトラル研究員を経て岐阜大学工学部機械システ

ム工学科の助教を 7年ほど勤め、この度、名城大学に

着任することとなりました。

　8年ぶりの名城大学は 2号館や 12 号館、3 号館は学

生時代と変わらぬ様子ですが、キャンパス全体として

はリニューアルが進み、この春からは正門の坂道がお

しゃれに変身しています。日没後はこの坂道に植えら

れた桜や欅がライトアップされ、ちょっとした撮影ス

ポットになっています。梅雨時になればアジサイも見

られるようです。

　キャンパスだけでなく自身の研究分野も様変わりし

ました。2003 年の学部 4年生の研究室配属の際、プラ

ズマを用いた研究に興味を持ち、アブラハ教授のご指

導のもと、学部 4年生から博士後期課程の 6年間、コー

ティングや窒化処理法の開発などの研究を行いました。

卒業後は 2009 年 11 月から縁あって岐阜大学に助教と

して入職し、私立大学から国立大学へ、また研究分野

はプラズマ表面処理から塑性加工へと変わることとな

りました。

　塑性加工は歴史ある加工で、BC1400 年頃には石器を

用いて行われていたようで、産業革命以降のハンマー、

プレス機の発展とともに進歩してきました。1960 年代

の日本のモータリゼーションにより塑性加工技術は急

速に発展し、複雑な形状の部品も成形できるようにな

りました。近年では環境問題の背景から高張力鋼など

の高強度材料への転換や部品の一体成形などによる軽

量化技術の開発が行われています。その中で自身の研

究では部品の軽量化技術として注目されている板鍛造

による成形法の開発を中心に行っています。板鍛造は

板素材を圧縮して材料を流動させ、目標形状に成形す

る技術です。複雑な形状を一体成形することができま

すが、なかなか思った通りに成形することができませ

ん。その要因の一つに板素材と金型の摩擦が非常に厳

しいことが挙げられます。このような塑性加工におけ

る摩擦についても研究を行っており、学生時代の表面

処理技術が少なからず役に立っています。これらの研

究の成果を自動車部品などの製造に応用されるよう、

日々研究を積み重ねています。

　塑性加工の研究を行うようになったのは、岐阜大学

での環境が大きく影響しています。岐阜大学には塑性

加工関連の研究室だけでなく、次世代金型技術研究セ

ンター（入職当時は金型創成技術研究センター）とい

う金型に関連した拠点があり、同センターはプレス成

形や射出成形などの金型人材育成と研究を主な目的と

しています。学生を対象とした教育では、目標とする

製品を作るための工程設計から金型設計、金型製作、

組立て、成形トライ、修正までのものづくりのプロセ

スを一貫して教育するシステムがあり、このカリキュ

ラムの修了生は就職先の企業で高く評価されていまし

た。生産人口の減少が見込まれているにもかかわらず、

全国的に日本のものづくりを支える金型技術者の育成

基盤が十分に整っていません。塑性加工分野は技術開

発などの研究だけでなく、人材育成も必要とされてい

ることに大きな意義を見出しました。

　ご存知の通り、名城大学の周辺地域はものづくり産

業が盛んです。名城大学の機械工学科はこれまで多く

の人材を育成し、卒業生がこの地域の産業界で活躍し

ています。私もこの機械工学科に教員として加わるこ

とになり、微力ではありますが教育と研究により優秀

な金型技術者を輩出し、地域および大学、そして学生

の持続的な発展の一助となるよう尽力していきたいと

思っております。ご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願

いいたします。

機械工学科　設計・生産分野

名  城  大  学  機  械  会  誌 　第 51 号　平成 29 年 5 月
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OB近況報告

学校長　岩崎　政次

　１．はじめに

　早いもので、名城大学を卒業し 42

年が経ちました。縁あって、大学時代

に機械実習を教えていただいた久保田

先生の紹介で附属高校の実習助手とし採

用され、その後、実習教諭、教諭と任用替えになり、

平成 21 年度から教頭、28 年度からは学校長として、

現在も附属高校に勤務しております。特に、杉下名誉

教授には学生時代の卒業論文の指導だけでなく、教員

になった後も研究員として指導をしていただきました

こと、書面にてお礼申し上げます。

　２．名城大学附属高等学校の近況

　名城大学附属高等学校は、名城大学とともに昨年開

学 90 周年を迎え、これまでに 4万 5千人以上の卒業生

を数えています。昭和 26 年 4 月から現在の校名に改称

され、設置学科は普通科、商業科、電気科、機械科の

4 学科体制でありました。平成 11 年 4 月に、商業科、

電気科、機械科を改組し、総合学科と普通科の 2学科

体制となりました。この年より普通科特別進学クラス

を男女共学化し、平成 15 年に一般普通科を、翌平成

16 年には総合学科を共学化し、全校の共学化が完成年

度となりました。

　平成 18 年度に、中部地方の私学としては初めて文部

科学省の SSH（スパー・サイエンス・ハイスクール）

事業に採択され、名城大学理工学部の先生方を中心に

特別授業や課題研究に協力いただき、一挙に高大連携

教育が進展しました。この事業の実施には、宇佐美初

彦教授をはじめ多数の理工学部の先生方のご協力があ

りましたことに、改めてお礼申し上げます。平成 23 年

度には、SSH事業の 2期目の採択があり、薬学部、農

学部との連携教育事業も多くなっていきました。平成

24 年度には、SSH「地域の中核的拠点形成」プログラ

ムにも採択され、東海地区の SSH 拠点校としてUAE

での海外研修事業を展開しました。平成 26 度には、こ

の年に始まった文部科学省の SGH（スパー・グローバ

ル・ハイスクール）事業に、県下では本校と旭丘が採

択されました。このことにより、名城大学の文系各学

部との連携事業も多くなりました。平成 28 年度には、

全国で 5校目となる SSH事業 3期連続の採択校となり

ました。現在、全国の私学では数少ない（8校）、SSH

と SGHのW指定校として全校的に課題探究型授業を

導入し、特色ある教育を展開しています。

　また、社会の急激なグローバル化に対応するため、

海外の学校とも交流・連携を進めています。昨年度は、

アメリカ、ニュジーランド、オーストラリア、タイ、

台湾などの高校が本校を訪れるとともに、本校からも

修学旅行、フィールドワーク、研修旅行、研究発表な

どの目的で、多くの生徒が海外に出向き、多様な経験

を積むことができました。

　現在、附属高等学校は学校法人名城大学ととも

に、2026 年の開学 100 周年にむけて、「MS-26（Meijo�

Strategy-2026）」という基本戦略を策定しています。そ

こには、大学・高校に関わるすべての人たちと共有する

価値観として、「生涯学びを楽しむ（Enjoy�Learning�for�

Life）」という言葉が記されています。そして、それを

実現するために附属高校では、「多様な経験を創り出す

挑戦する学校」というビジョンを掲げ教育改革を進めて

います。

　３．おわりに

　このたび、機械会の会誌に附属高校の近況などを載

せていただき感謝しています。今後も名城大学と附属

高校が共に発展できるように、微力ながら努めてまい

ります。

名城大学附属高等学校

昭和 50 年卒

名  城  大  学  機  械  会  誌　第 51 号 平成 29 年 5 月
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藤本哲夫先生を偲んで

教　授　宇佐美　勝

　本年 1 月 20 日、名城大学名誉教授

の藤本哲夫先生が 86 歳でご逝去され

ました。ご出身の名古屋大学から三重

大学に移られた後、三重大学工学部長、

名古屋大学工学部長、そして名城大学理工

学部長と三大学で学部長を務められるなど、誰からも

厚い信望を集められたお人柄は今更申し上げるまでも

ありません。ご葬儀の日、告別式会場は、名城大学理

事長、学長をはじめ、機械会、校友会等から贈られた

多くの供花に包まれていて、その中で、壇上に掲げら

れた藤本先生の微笑みを浮かべた遺影を眺めていると、

先生に初めてお会いした日が懐かしく想い出されまし

た。

　当時名工大教授の藤井省三先生の紹介で初めて藤本

先生にお会いしたのは、今から 41 年前、場所は吹上の

浩養園、三重大学助教授だった藤田秀臣先生も同席さ

れていて、そのときは、まさか将来、私も含めた 3人

が名城大学で教鞭をとることになろうとは思いもより

ませんでした。藤本先生は、カリフォルニア大学バー

クレー校で希薄気体力学を学び、その学問を日本に広

めた第一人者で、ご自身の業績だけでなく多くの優秀

な弟子を育てられ、皆が様々な方面で活躍しているの

ですが、唯一出来の悪い弟子がこの私で、大変苦労さ

れました。このままでは学位を取らせるのもおぼつか

ないと、先生から、毎日早朝、マンツーマンで専門書

を読むという特訓を受けたおかげで、67 歳になった今

でも先生より受け継いだ学問で論文を書かせて頂いて

います。

　三重大学で工学部長を務められたのち母校の名古屋

大学に戻られ、更なるご功績を積まれて、後年（平成

21年春）、瑞宝中綬章を受けられることになります。

名大ご定年間近の頃は静岡理工科大学の設立にご尽力

され、定年後に袋井市へ単身赴任。平成7年に名城大学

に着任され、平成9年から協議員、平成11年からは理工

学部長と、学部改組の時代の難しい舵取りを行われま

した。情報工学科の前身となる情報科学科創設のため

に、自ら機械工学科から情報科学科に移られるなど、

何事も身を持って実践されるのが、多くの方から厚い

信頼を集められた所以であろうと感服する次第です。

ご逝去された翌日の土曜は、理工学部では1年生の統一

試験が行われた日でした。この統一試験、今は終了し

た系入試制度に伴って始められたものですが、この系

入試も藤本先生の発案でした。

　藤本先生の趣味の一つに航空機があり、三重大学の

頃、明野のヘリコプター基地についていろいろ聞かさ

れていました。名城大学航空部OBで長年部長を務め

られていた前田隼先生のお話では、いつも藤本先生か

ら、グライダーにぜひ乗せてほしいと頼まれていたそ

うですが、理工学部長が事故にでも会ったら大変と、

学部長任期終了間際にようやくそれが実現したそうで

す。当日、明野の滑空場にはお子さん二人も連れて来

られて大変満足されたと聞いています。奥様には早く

に先立たれ、晩年は、長らくご病気でしたが、お子さ

んお孫さんに囲まれて安らかに旅立たれた由、ご冥福

を心よりお祈り申し上げます。

機械工学科

名  城  大  学  機  械  会  誌 　第 51 号　平成 29 年 5 月
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第 9回名城大学機械会「機械会賞」授与式

受賞のことば

この度は、機械会賞を授与して頂き、大変光栄に思います。このような賞を頂けましたのも親切に御指

導して下さった清水先生をはじめ、機械工学科の先生方、研究に対する多くのご助力、ご助言を頂いた

研究室の先輩方、友人のおかげであります。この場をお借りして、皆様に心から御礼申し上げます。大

学院では、より一層勉学、研究に励み日々精進していく所存でございます。最後に、名城大学機械会の

今後の発展を願いまして受賞の挨拶とさせていただきます。 石田　幸也

この度は、機械会賞という栄誉ある賞をいただくことができ、大変光栄に思います。このような賞を頂

くことができたのも、親切にご指導して頂いた久保貴先生をはじめ、機械工学科の先生方、また、大学

の友人の支えのおかげです。この場を借りて皆様に心より感謝申し上げます。これを機により一層大学

院での勉強、研究活動に精進する所存でございます。今後とも、皆様方の尚一層のご指導とご鞭撻をお

願い申し上げ、御礼のご挨拶とさせていただきます。 小川　尚馬

この度は、機械会賞という栄誉ある賞を頂けることに大変喜びを感じております。このような栄誉ある

賞を受賞できたのは、研究に関してご指導していただきました成田先生をはじめ、研究室の先輩方や友人、

生活面で多くの支援していただきました両親など多くの方々の支援があっての結果であると感じており

ます。この場をお借りして御礼申し上げます。大学院への進学後は勉強や研究など様々なことに挑戦し、

さらに自分を高められるように努力いたす覚悟でございますので、変わらぬご指導とご鞭撻をお願い申

し上げます。
加藤　　凌

この度は、機械会賞を頂き、大変光栄に感じております。このような光栄な賞を頂けましたのも、熱心

にご指導してくださった池本先生をはじめ、機械工学科の先生方、お互いに助け合い笑いあった仲間、

そして生活の面などで支えてくれた家族のおかげです。この場をお借りして、皆様に心からお礼申し上

げます。今後は、今回頂いた賞を誇りに、より一層、大学院での研究および勉学に取り組み、さらにレ

ベルアップしていきたいと思います。今後ともご指導、御鞭撻をよろしくお願い申し上げ、お礼の挨拶

とさせていただきます。
山本　紘暉

この度は、機械会賞受賞という栄誉ある賞を頂き、大変光栄に思います。受賞できたのはご指導してく

ださった小島先生をはじめ、支え合ってきた大学の仲間のおかげであると強く感じております。この場

をお借りして心からお礼申し上げます。

今後は名城大学の卒業生として感謝の気持ちを忘れることなく、社会に大きく貢献できる技術者を目指

し精進する所存です。名城大学機械会の今後の発展を願いまして受賞の挨拶とさせていただきます。 吉田　康宏

名  城  大  学  機  械  会  誌　第 51 号 平成 29 年 5 月
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トピックス

理工学研究科機械システム工学専攻が日本機械学会若手
優秀講演フェロー賞を受賞
受賞者　野々垣貴裕さん（理工学研究科機械システム工学専攻修
士課程 2年、來海博央研究室）
受賞名　日本機械学会若手優秀講演フェロー賞（東海支部第 65
期総会・講演会）
受賞日、開催地
2016.7.15,�愛知工業大学八草キャンパス
（愛知県豊田市）
研究発表テーマ
光ファイバーを用いた角度分散型顕微ラマン
分光装置の開発

理工学研究科機械システム工学専攻が日本機械学会若手
優秀講演フェロー賞を受賞
受賞者　谷口大二郎さん（理工学研究科機械システム工学専攻修
士課程 2年、來海博央研究室）
受賞名　日本機械学会若手優秀講演フェロー賞（東海支部第 65
期総会・講演会）
受賞日、開催地
2016.7.15,�愛知工業大学八草キャンパス
（愛知県豊田市）
研究発表テーマ
ラマン散乱光の 2次元直接イメージング

理工学研究科機械システム工学専攻より「文部科学省ナノテクノロジー
プラットフォーム平成 28年度学生研修プログラム」参加者に選出

選出者　後藤　宗さん（機械システム工学専攻修士課程 2年、來
海博央研究室）
選出プロジェクト名　文部科学省ナノテクノロジープラット
フォーム平成 28 年度学生研修プログラム
受賞日、開催地
2016.9.7-9、大阪大学（大阪府）
研究発表テーマ
透過電子顕微鏡法による材料微細構造解析

理工学研究科機械工学科が日本人間工学会東海支部研究
大会で優秀奨励賞を受賞
受賞者　西田和磨さん（理工学部機械工学科4年、福田康明研究室）
受賞名　2016 年度日本人間工学会東海支部研究大会　優秀奨励賞
受賞日、開催地
2016.10.15,�名古屋市立大学（愛知県）
研究発表テーマ
達成度手法における作業習熟の研究
−従来手法との比較検討−

理工学部大槻教授と修了生の桜山さんが 2016 年度日本
ばね学会賞（技術賞）を受賞
受賞者　大槻敦巳教授　桜山真吾さん（2015 年 3 月、機械システ
ム工学専攻修士課程修了、株式会社マキタ勤務）
受賞名　2016 年度日本ばね学会賞（技術賞）
受賞日、開催地
2016.11.4,�京都タワーホテル（京都府）
研究発表テーマ
コイルドウェーブスプリング
（CWS）における非線形変形特性の
解析

理工学部の大槻教授が 2016 年度日本ばね学会賞（功績
賞）を受賞
受賞者　大槻敦巳教授
受賞名　2016 年度日本ばね学会賞（功績賞）
受賞日、開催地
2016.11.4,�京都タワーホテル（京都府）

理工学研究科機械システム工学専攻が日本材料学会X線
材料強度に関するシンポジウムで最優秀発表賞を受賞
受賞者　谷口大二郎さん（理工学研究科機械システム工学専攻修
士課程2年　來海博央研究室）
受賞名　日本材料学会　第50回Ｘ線材料強度に
関するシンポジウム　最優秀発表賞
受賞日、開催地
2016.12.2,�ウイル愛知（名古屋市）
研究発表テーマ
領域分光顕微ラマン装置によるスペクトル評価

理工学研究科機械工学科が日本設備管理学会東海支部学
生研究発表大会で最優秀発表賞を受賞

受賞者　加藤慶喜さん（理工学部機械工学科4年、福田康明研究室）
受賞名　平成 28 年度日本設備管理学会東海支部学生研究発表会
最優秀発表賞）
受賞日、開催地
2017.2.24,�名城大学ナゴヤドーム前キャンパス
研究発表テーマ
情報技術を活用した作業習熟の効果に関する研究

理工学研究科機械システム工学専攻が日本設備管理学会
で学生研究発表会最優秀奨励賞を受賞
受賞者　飯田雄大さん（理工学研究科機械システム工学専攻修士
課程 2年、藤山一成研究室）
受賞名　一般社団法人　日本設備管理学会東海支部　学生研究発
表会　最優秀奨励賞
受賞日、開催地
2017.2.24,�名城大学ナゴヤドーム前キャンパス
研究発表テーマ
蒸気タービンのデータ同化による
損傷情報解析とリスク評価

理工学部機械システム工学科が日本設備管理学会東海支
部研究大会で最優秀奨励賞を受賞
受賞者　鈴木雄太さん（理工学部機械システム工学科 4年、福田
康明研究室）
受賞名　2016 年度日本人間工学会東海支部研究大会最優秀奨励賞
受賞日、開催地
2017.2.24,�名城大学ナゴヤドーム前キャンパス
研究発表テーマ
設備の加工点の可視化による
設備効率に関する研究

理工学研究科機械システム工学専攻が日本熱処理技術協
会中部支部講演会で研究発表奨励賞を受賞
受賞者　栗本一輝さん（理工学研究科機械システム工学専攻修士
課程 1年　來海博央研究室）
受賞名　日本熱処理技術協会中部支部　第 7回学術講演会　研究
発表奨励賞（学術研究部門）
受賞日、開催地
2017.3.3,�名城大学ナゴヤドーム前キャンパス
研究発表テーマ
高温環境下における遮熱コーティング内の
酸化層の成長シミュレーション
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第 9 回機械会杯ゴルフ大会開催のご案内

拝啓　会員の皆様には、益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。
日頃は機械会活動にご支援、ご協力をいただきまして誠に有難うございます。
さて、機械会会員相互の交流を図ることを目的に、学内の先生方にも参加いただき「名城大学機械会ゴルフ大会」
を下記の要領にて開催いたしますので、お忙しいと存じますが、何卒ご都合をつけ参加願えますよう、ご案内
申しあげます。

１　日　　時　　平成 29 年 9 月 10 日（日）�　集合　　　未定

スタート　未定

２　場　　所　　正眼寺カントリークラブ

３　住　　所　　岐阜県美濃加茂市伊深町 2345

　　　　　　　　　　　　　TEL�0574-29-1891　公益社団法人日本パブリックゴルフ協会

４　会　　費　　プレー代　13,500 円前後（個人精算）

　　　　　　　　　　　　　（昼食&コース売店各 1ドリンク・パーティ&1ドリンク含む）

参　加　費　1,000 円（パーティ会場で徴収します）

５　競技方法　　ダブルぺリア方式　　競技終了後、表彰式を行います。

　　使用ティ　　レギュラーの部　　　：白マーク使用

　　　　　　　　グランドシニアの部　：銀マーク使用可

６　賞　　品　　機械会からの支援金があります。

７　参加人数　　10 組（40 名）

８　申し込み　　メール又はFAXにてエントリー願います

９　締め切り　　定員になり次第、締切りします。

担当：梶田・大野・森澤

記
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平成 28年度の事業経過は以下の通りです。

１．�名城大学機械会誌第 50 号を発行し、会員各位に送

付した。

２．名城大学機械会第 59回総会を次の通り開催した。

　・日時 :平成 28年 6月12日（日）9：30〜 10：20

　・場所 :名城大学共通講義棟南館S−402 講義室
　　＊審議・報告事項＊

　（1）�江上会長挨拶の後、平成 27 年度事業報告および

会計報告がなされ、承認された。

　（2）�平成 28 年度事業計画（案）および予算（案）に

ついて審議し、承認された。

　（3）機械会サマーフェスティバル企画説明

　（4）機械会新ホームページの案内

　（5）新役員及び新評議員紹介

３．�名城大学機械会 2016 年サマーフェステイバルを開催

した。

　・日時：平成 28年 7月16日（土）18:00 〜 20:00

　・場所：名古屋ガーデンパレスホテル�栄の間

　　　　　※参加者 164 名（チアーリーディング含む）

４．JABEEに伴う外部評価委員会の活動への参画

５．�平成 29年度開催予定の名城大学機械会設立 60周年

記念事業実行委員会を発足させた。

６．次の学生行事に対し援助を行った。

　（1）�名城大学機械会杯（第 47回）&機械工学科長杯

争奪ソフトボール大会（2016.9.7）への援助

　　＊�江上会長が出席して挨拶および始球式を行い、親

睦会において森澤副会長より優勝チーム（アブラ

ハ研チーム）に賞状、機械会杯および優勝旗が授

与され、準優勝チーム（大島研チーム）、3位チー

ム（池本研チーム）にそれぞれ、賞状および副賞

が手渡された。

　（2）�日本機械学会東海学生会・第 45回「畠山杯争奪

ソフトボール大会」への援助。

　　＊�今年度の学科内優勝チーム（アブラハ研チーム）が

上記大会へ参加�他大学との交流、親睦を行った。

　（3）�平成 27 年度卒業記念パーティー［2017.3.17（金）、

於�ANAクラウンホテル］への援助。

　　＊�江上登会長および野村副会長が出席。

　　　�卒業生に対し江上会長より祝辞を送るとともに第

10回「機械会賞」として、優れた学生 5名に賞状

および記念品を授与した。

　（4）�準会員（在校生）へ機械会誌「50号」を配布した

（上記 4−（3）卒業時（2017.3.17））。
７．機械会評議員会の開催

　　�平成 28 年度において、7回の評議員会（平成 29年

2月18日（土））最終）を開催し、種々の審議を行った。

平成 28年度事業報告（案）

平成 29年度事業計画（案）

　本会会則の目的を達成するために、以下に示す事業を

計画・提案する。

１．�平成 29年度第 60回総会の開催

　　（�平成 29 年 6月 11日、9時 30 〜、会場：名城大学

天白キャンパスS402 号室）

２．�機機械会設立 60 周年記念事業である記念式典・記

念講演会・記念祝賀会他を開催

３．名城大学機械会誌第 51号を発行する

あわせて、正会員および準会員（在校生）へ配布する

４．�名城大学機械会杯（第 48回）＆機械工学科学科長

杯争奪ソフトボール大会への援助と日本機械学会東

海学生会第 46回畠山杯争奪ソフトボール大会出場

チームへ援助

５．平成 29年度卒業記念パーティーへの援助

６．�機械会賞の授与

７．�ゴルフ大会の開催

８．機械工学科教員との懇談会の開催

９．各ゼミのゼミ長と機械会役員の懇談会の開催

10．就職セミナーの開催

11．�理工学部緑風会主催送別会、理工同窓会主催行事

および各会同窓会行事への参加

12．役員改選

13．年 6回程度、機械会評議員会の開催

14．その他
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